
靖

『台座の刻印j(1)

長東

註釈と『叡智の台座J

る人間は，卑小な存在であると同時に，偉大な

存在でもある，というのがその趣旨である。

2. r叡智の台座Jのアラビア語原書・翻訳書(3)

まず， r叡智の台庫』の原書・翻訳書のうち，
刊本になっているものを列挙したうえで，各々

について簡単な説明を加える。各項目内におけ

る配列は，基本的に刊行年順としたが，当該書

目の翻訳は末尾にまとめて記載した。

以下の各項目の末尾に略号が付されている場

合は，本文が次の言語によって書かれているこ

とを表す。Ar.=アラビア語， Pr.=ベルシア語，

Tr.=トルコ語。日本におけるイブン・アラピ}

学派研究，ひいてはスーフイズム研究を推進す

る意味から，園内の公共図書館に所蔵されてい

るものについては，その所在も< >内に明示

した。なお，版の異なるものはそれぞれ個別に

掲げたが，刷が異なるだけのものはまとめて一

項として扱った。

[原書](4) (構成=序文+27章)

* Ibn 'Arabi (d. 638/1240)， F:仰向 al平ikam，

Istanbul: $evki Bey'in matbaasl， 1287 A. H. 

/1871. Ar. 

*Shaykh Akbar Mu);lyi al-Dln b. 'Arabi， 

F仰向 αJ平ikamlil-Shaykh al-Akbar Mu争yz

al-Dzn b. 'ArabZ waαl-Ta 'alzqiit 'alayhi， ed. 

Abu al-'Ala'‘Afifi， al-Qahira， 1946; 2nd ed. 

Bayrut: Dar al・Kitab al-'Arabi， 1400A. 

H./1980. (アフイ}フイ}による註釈が付いて

いる(日)Ar. <東外大，東大東文，東大文・イ

スラム，井筒927，岩見186(6)京大AA研・連環

地域>
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本稿は，イブン・アラビー (Ibn'Arabi， d. 

638/1240) の主著の一つ， r叡智の台座J
(Fusi1s al-Hikαm) に付された数多い註釈の

内，刊行されているものについて整理するとと

もに， r叡智の台座Jにイブン・アラビ」自身
がつけた註釈『台座の刻印jの冒頭を飾る「アー

ダムの章」の部分を翻訳し，訳註を付したもの

である。

イスラーム神秘主義哲学の巨人，イブン・ア

ラピーは数百の著作を遣しているが(ヘその中

でも最も広く読まれたのが，この『叡智の台座』

である。『マツカ啓示.1 (αI-Futi1hiit al-Mαkkz-

yα) は，本書と並んで，イブン・アラピーの

主著とされる。詩人としても名を成し， r欲望
の解釈者.1 (Tmブumiinal-Ashωiiq)など，有

名な著作を遺した。

さて， r叡智の台座』は，手ごろな長さであ
るせいか，アラビア語のみならず，ベルシア語・

トルコ語などを用いて，これまでに数多くの註

釈が書かれてきたし，今日でも書かれ続けてい

る。本稿では，その内，刊本を可能な限り調べ

上げ，書誌情報を掲げた。

彼の思想は，現象世界はすべて「存在(ウジ、ユー

ド)J と呼ばれるー者に帰するとする存在一性

論と，人間の理想型を描いた完全人間論に代表

される。ここにその註釈を訳出する「アーダム

の章」は，完全人間論を端的に説いたものとし

て広く知られる。ミクロコスモスである人間が，

神の写しであり統合性を持っているがゆえに，

マクロコスモスである世界を維持する役割を呆

たすことを述べる。神と被造世界の結節点にあ

1 .はじめに

七
九
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* Ibn Arabi， Die Weisheit der Proρheten: 

Fusus al-Hikam， tr. Wolfgang Herrmann， 

Zurich: Chalice Verlag， 2005. (Titus 

Burckhardtによる仏語訳からの独語重訳。抄

訳)

*Ibn Arabi， Le Livre des chαntons des 

sagesses， tr. Charles-Andre Gilis， 2 vols.， 

Beyrouth: Dar Al-Bouraq， 1997-1998. (仏語

訳)<京大AA研・連環地域>

* Ibn Arabi， Fusus al-Hikam: Das Buch 

der Siegelringsteine der Weisheitsspruche， 

Graz: Akademische Drunk-und Verlagsan-

stalt， 1970. (ドイツ語訳。抄訳。筆者未見。)

* Muhyiddin-i Arabi， Fusus ul-Hikem， tr. 

Nuri Gencosman (sic.)， Istanbul， 1952; 2nd 

ed.， Ankara: Ankara Universitesi Baslmevi， 

1964. (トルコ語訳。さまざまな刷がある。)

<京大AA研・連環地域>

* Ebu Abdullah Muhyiddin Muhammed b. 

Ali Ibnu'l-Arabi， Fusus'l-Hikem， tr. Ekrem 

Demirli， Istanbul: Kabalcl Yaymevi， 2006. 

(トルコ語訳)

*Shaikh Akbar Muhi al-Din Muhammad 

b. 'Ali al-Hatimi (sic.) al-Andalusi al-

Dimashqi， Fu子向 αl-lfikαm， tr. Mul;lammad 

‘Abd al-Qadir $al).ib早iddiqi，I:I aid町 abad
al-Dakkan， 1942; repr. Lahor: Nadhir 

Son's Publishers， 1988. (ウルドゥー語訳で最

も広く読まれたもの(ヘ各章の前に要約を序

[tamhid]の形で付す。)<阪外大>

* A.B. CMHpHOB， BeJlUKUiiωeiix cyφU3Ma 

onblm napadu2M仰 bl1020a1t倒的αφUJlOCOφUUH61t 

Apa6u， MOCKBa :“HaYKa，" II3~耳~aTeJ江IbcKa狂

φHpMa“BOCTO可Ha耳瓦Hrpa

語訳(仰ω町ωηl) <京大.文，京大文・羽田記念館，慶

大日，阪外大>

一
七
八

3. r叡智の台座』への主な註釈

上述のように， r叡智の台座Jにはイブン・
アラピーの同時代から現代に至るまで，数多い

註釈が書かれ続けているが，そのうち刊行され

ているもののみを下に掲げる。註釈にさらに註

[翻訳] (訳語別に配列した。ただし重訳につ

いては，元の翻訳の後に掲げた。)

* Ibn 'Arabi， The Bezels of Wisdom， tr. R. 

W. J. Austin， London: SPCK， 1980. (英訳

としては最も定評のあるものの。)<ノートル

ダム清心女子大，英知大，関西大，京大AA研・

連環地域，熊本大，日文研，明大，阪外大>

* Fusus αl-Hikam: Mutiara Hikmah 
Nabi (Fusus al-Hikam: The Peαrls of 

Wisdom of 27 Prophets)， tr. Ahmad 

Sahidah and Nurjannah Arianti， Yogyakar-

ta: Islamika， 2004. (R. W. J. Austinによる

英訳からのインドネシア語重訳。筆者未見。ム

フイッデイ}ン・イブン・アラビー学会のホー

ムページ http://www.ibnarabisociety.org/

reviews/publicindonesian.htmlによれば，誤

りが多いという。)

* Muhyiddin Ibn al-'Arabi， The Seals of 

Wisdom: Fusus al-Hikam， tr.‘Aisha‘Abd 

al-Rahman at-Tarjumana， Norwich， 

England: Diwan Press， 1980. (英訳)

*Ibn al田Arabi，The Ringstones of Wisdom 

(Fu刊子 αl-lfikam)，tr. Caner K. Dagli， 

Chicago: Great Books of the Islamic World， 

2004. (英訳)

* Michael Sells (tr.) ，“Towards a Poetic 

Translation of the Fusus al司Hikam，"in S. 

Hirtenstein & M. Tiernan (eds.)， 

Muhyiddin Ibn 'Arabi: A Commemorative 

Volume， London: Element， 1993， pp. 124-

139. (第1章[アーダムの章]のみを韻文で訳

した英訳)<東大丈・イスラム，新潟大>

* Muhyi司d司dinIbn‘Arabi (sic.)， La Sαgesse 

des ρroρωtes (Fucuc al】Hikam)，tr. Titus 

Burckhardt， 1955; repr. Paris: Albin Michel， 

1974. (仏語への抄訳) <東大文・イスラム，

岩見1991京大AA研・連環地域>

* Muhyi-d.din Ibn Arabi， The Wisdom of 

the Proρhets (Fusus al-Hikαm)， tr. Angela 

Culme-Seymour， Aldsworth: Beshara Publi-

cations， ca 1975. (Titus Burckhardt による

仏語訳からの英語重訳。抄訳)<民博，明大>

27 
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釈を付しているものは，再註釈者の名のもとに

〈取り上げ，元の註釈を明記した。配列は，註釈

望者の没年順による(ヘ(没年は名前の後の括弧

5 内に記した。)このリストを見るだけでも，ィ

長ブン・アラピー学派の広がりの一端を見てとる

瓦ことができるだろう。

空1 イブン アラビー(11) (d…0) 
1 * al-Shaykh al-Akbar MuT.yi al-Din Abu 
ラ‘AbdAllah Ibn al-'Arabi aI-I:Iatimi，“Kitab 
ムNaqsh al-Fu~ü~" Rasii'il Ibn al-'Arabz， 2 

京叫 in1，恥ydara凶 a山 kk叫 Da'ira
に al-Ma'arifal-'Uthmaniya， 1948， vo1. 2， pp_1-

存 12.(各章のエッセンスをイブン・アラどー自
主身が簡潔に述べたもの。 Ba州:Dar時ya'

統 al司Turathal-'Arabi， n. d.の海賊版が出回っ

表ている。この本は，各作品ごとにページがふら

55 れており，本作は第2巻の作品27に相当する。)
範Ar.<東洋文庫，岩見170>

2 *lML刈岨h叫1u川u時1中t.y戸ia悶叫 6宜加k蜘 abi，‘叩判叩川a叫叩qs由ha陥向，"

警1I叫bda出t'rr江m附laむI吋 Ja加rr仙I
翠 β ShαT均与 Nαqs幼hαal-.丹 4々与科a向与， ed. William C. 
ιChittick， Tihran: Anjuman-i Shahanshahi・

~ yi Falsafa-yi iran (Imperial Iranian 
ジ Academy of Philosophy)， 1398A.H.l1977， 

;PPI-13Ar <東北大・本館，東大東文，東大

ト 文・イスラム，東外大，京大丈・羽田記念館，

京大AA研・連環地域>

* Ebu Abdullah Muhyiddin Muhammed b. 

Ali Ibnu'l-Arabi， Fusus Mα免許， tr. Mustafa 

Rahmi Balaban， Istanbul: Gayret Kitabevi， 

1947. (Balaban [d. 1953Jによるトルコ語訳)

Tr. trans. 

*Ibn ‘Arabi (sばtι)λ，‘“‘'Ibn ‘Arabi'冶s Own 

Summary of the F干九u守刊a号ザ:
the Bezels of the羽Wisd白om，""t廿r.W. Chittick， 

]ournal 01 the Muhyiddin Ibn 'Arabi 
石So仰臥刊1.1 (1982)， pp.30-93. (Chi出仕に
七 よる英訳)<東大文・イスラム>

2. コ}ナウィー=イブン・アラビーの直弟子

(d. 673/1274) 

1 )ヌスース

26 

* MuT.ammad b. IsT.aq Qunawi， Risiila al帯
Nu干d干， ed. Sayyid Jalal al-Din Ashtiyani， 

Tihran: Markaz-i Nashr・.i Danishgahi， 

1362A.H.S.l1983(l幻. (章毎の註釈でなく，本全

体の精神を解説したもの。 λq忌Mirza

Hashim [d.1332/1913-4Jによるアラピア語の

註釈付き)Ar. <束大丈・イスラム，京大AA

研・連環地域>

* Sadreddin Konevi， Vahdet-i Vucud ve 

Esaslarz: en-Nusus li Tahkiki Tavri'l-

Mαhsus， tr. Ekrem Demirli， Istanbul: Iz 

YaymcIllk， 2002. (ヌスースの現代トルコ語訳)

Tr. trans 

2 )フク}ク

* $adr al-Din Qunawi， T，α仰 mαωα Matn-i

Kitiib al-Fuki1k yii Killd-i Asriir-i Fu手向 α1-

lfikαm， ed. & tr. Mul:).ammad Khwajawi， 

Tihran: Intisharat-i Mawla， 1371A.H. 

S. = 1413A.H.l1992-3. (章毎の註釈[以下，特
に断らない限りは章毎の註釈J) Ar. + Pr. 

trans. <京大AA研・連環地域>

* Sadreddin Konevi， El-Fukuk li-Esrar-z 

Mustenidat-i Hikemi 'l-Fusus: Fususu '1-

Hikem 'in Slrlan， tr. Ekrem Demirli， 2nd 

printing， Istanbul: Iz YaymcIllk， 2003. (フ

クークの現代トルコ語訳)Tr. trans. 

3. ジャンデイー=コーナウィーの直弟子で

「第一の註釈者J と呼ばれる (d. ca 
69011291) 

*Mu'ayyad al-Din al-Jandi， Shar.与Fu与勾

αιlfikαm， ed. Sayyid Jalal al-Din Ashtiyani 

& Ghulam-I:Iusayn Ibrahimi Dinani， Mash-
had: Mu'assasa-yi Chap wa Intisharat-i 

Danishgah-i Mashhad， 1361A.H.S.l1982. (語

学的註釈でなく，思想的註釈のみ。序に対する

詳細な註釈が特徴 [699頁中122頁]。カーシャー

ニ}やカイサリーの註釈への影響大。[岩見

p.2J) Ar. <井筒1197，岩見550>

4. ムハンマド・ハサン・ヒンデイー

(d. 718/1318?) (日)

*Mawlawi Muhammad Hasan [Hindi Am-

ruhawi]， αl-T，α'ωzl al-MulJ，kam fi Mutashii-
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七
六

シャーニーとカイサリーに師事した人

744/1344 (14)) 

*Rukn al-Din Mas'ud b. 'Abd Allah 

8hirazi ma'ruf bih Baba Rukna， NWj'U$α1-

Khu干向 s T，αη.αmααl-Fu字句:Shα地 F仰向

αl-lfikam Muhyz αl-Dzn Ibn 'Arabz， ed. 

Rajab-'Ali M珂lum工 Tihran: Mu'assasa-yi 

Mucala'at-i Islami-yi Danishgah-i Makgil 

(McGill) ， 8hu'ba-yi Tihran， 1359A.H. 

8.11980. (Fususに対してベルシア語で書かれ

た最も古い註釈書の一つ。[最も古いものは，

カーシャーニーとカイサリーの弟子の一人が

721/1321に執筆した，伝セムナーニーの註釈。]

第3章までの註のみ。校訂者による解説なし。

J alll Misgar-Nizhadは，ムハンマド・パール

サー[後述。 no.9J の校訂本の中で本書の

authenticityに疑問を呈する。)Pr. <京大AA

研・連環地域，井筒2027，岩見986>

7. ダーウ}ド・カイサリー=当時のオスマン

帝国の首都イズニクのマドラサに，第2代ス

ルタン・オルハンにより招かれた人。カーシャー

ニーの弟子。彼の註釈は，最もよく参照され

る註釈のひとつで， 12章からなる序文は独立

した著作のようにも扱われた (d.

752/1351-2) 

* Da'ud Qaytlari， Shαゆ

ed. Najm al-Dawla， Tihran， 

2; repr. Qum: Intisharat-i Bidar， 1363A. H. 

8.11984-5. (テヘランから出た石版刷りのオフ

セット印刷。ちなみに， KIhc， p. 233は元の版

を1229年刊行と記すが，誤記もしくは誤植であ

る。)Ar. <岩見1370>

*D日 db. MaT.mud al-Qaytlari， Sha功晶子向
αl-Ifikam， Bombay: Mlrza Mu:Q.ammad 
8hirazi， 1300 A.H.l1882-3. (岩見， p. 166によ

れば，この版は誤りが多いと評判が悪かった。)

Ar. <岩見1371>

* MuT.ammad Da'ud Qaytlari Rumi， Shαゆ
Fu刊号 αιIfikαm，ed. 8ayyid Jalal al-Din 
Ashtiyani， Tihran: 8harikat-i Intisharat-i 

‘Ilmi wa Farhangi， 1375A.H.l1955-6. (序に

対する詳細な註釈が特徴。カイサリーによる序

(d. 

ca 

Fusus al-Hikam， 

1299A.H.l1881-

Fus us al-H ikαm， Lak'hnaw: Mat ba'-i 

Nami Munshi Naul Kishwar， 1914. (後述

する註釈者アヴニー・コヌク [no.25Jは，イー

サーの章には他の註釈にはない情報が含まれて

いる，と述べている。 [Tahrah& Eraydm， p. 

XJ) Pr. <束外大，井筒1900，岩見290>

5.カーシャーニー=著名なフスース註釈者。

スフラワルデイー教団に属する (d.

735/1329) 

*‘Abd al明Razzaq al-Qashani， Shar，与 αι

Ustadh al-Fadilωαα1-'Alim al-KamilαJ 

Shaykh 'Abd al-Razzaq al-Qashanz 'ala 

Fusus al-Hikam lil-Ustadh al-Akbar al-

Shaykh MuわIZal町DznIbn 'ArabZ， al-Qahira: 

al-Matba‘a al-Zahira， 1309A. H.l1891-2. (広

く用いられてきた註釈書。カーシャーニーの註

釈書は，パーリー・エフェンデイの註釈を添え

て出版されるのが通例。)Ar. 

*‘Abd al-Razzaq al-Qashani， Shar，与Fu干向

α1-毛likαmwαbi-AsfalKull与α軒faIf，αII al-
Maωadi' al-Khα:fiyαmin SharfJ BalZ Efendz， 

al-Qahira: al-Matba'a al-Maymaniya， 1321A. 

H.l1903-4. Ar. <井筒46，岩見1104>

*‘Abd al-Razzaq al-Qashani， Shar.与 α1-

Ustadh al-Fadilωα 叫‘'Alimαl-Kamilal-

Shaykh 'Abd al-Rαzzaq al-Qashanz 'ala 

Fusus al-Hikαm lil-Ustadh al-Akbar α1-

Shaykh MulJyz al-D加 Ibn'Arabz， n.p.， n.d.; 

repr. al-Qahira: 8harika Maktaba 

Matba‘a Mustafa al-Babi al-Halabi wa 

Awladi-hi， 1386A.H.l1966 Ar. <東大文・イ

スラム>

*‘Abd al凶Razzaq al幽Qashani，Fu干d干 α1-

Hikαmαl-Ustadh al-Akbαr al-Shaykh MufJyz 

al-Dzn b. 'ArabZ Sharh al-Ustadh al-Fadil 

ωααl-'Alimαl-Kamil al-Shαykh 'Abdαι 

Rαzzaq al-Qashanzωα bi-ωfα1 $afJa 'ifi-hi 

Hall al-Mαωadi' al-Khα:fiyαmin Shαrh Balz 

Efi叩dz，al-Qahira: a叫l

I旧i孔l-Tu旧1江汀r宮五批th，1423A.H.l2003. Ar. <京大AA研・

連環地域>

6.ルクヌッデイーン・シーラーズィー=カー

ca 

wa 

bih 
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9.ムハンマド・パ}ルザー=ナクシュパンデイー

教団のシャイフ (d.822/1420) 

* Khwaja Mu与ammadParsa， Shar，与イFu干向

al平ikαm，ed. Jalil Misgar-Nizhad， Til凶 n:

Markaz-i Nashr-i Danishgahi， 1366A.H. 

S.l1987・8.(ジャンディーとカイサリーの影響

を受ける。語学的説明より思想の解説に重点

[岩見]。本文にシャクルが振られている。)Pr. 

(+ Ar.) <東大文・イスラム，東大東文，岩見

450，京大AA研・連環地域>

1o.シャー・ニウマトゥッラー・ワリー・キル
マーニ-=ニウマトウツラーヒー教団の祖

(d. 834/1430・1)

* Sayyid Nur al-Din Shah Ni'mat Allah 

Wali (tr.) ，“Nuqush al-Fm111号" originally 

written by Shaykh Akbar Mul].yi al-Din 

Abu‘Abd Allah Hatim TaヨAndalusi，Dah 
Risala-yi Mut，αrjam， ed. Najib Mayil Harawi， 

Tihran: Intisharat-i Mawla， 1367 A.H. 

S. = 1408 A.H.l1988， pp.81・138. (イブ?ン・ア
ラピーの『台座の刻印』のベルシア語訳。刊本

には，表題がnaqshと書かれている箇所と nu

qushと書かれている箇所が混在するが，本丈

中を見る限り， nuqushとするのがよいようで

ある。)Pr. <東大文・イスラム，同大>

11.アリー・トゥルカ (15)=シーア派とイブン・

アラビー学派を統合した人物のひとり (d.

835/1432) 

*Sa'in al幽Din'Ali b. Muhammad al帽Turka，

Shαr}J FU$u$ al-Hikam， ed. Mul;lsin Bidarfar， 

2 vols.， Qum: Intisharat-i Bidar， 1378A.H. 

S. = 1420A.H.l1999. (アリー・トゥルカの生涯・
著作に関する序文によれば，彼はオスマン帝国

のモッラー・ファナーリー[フェナーリー]

(d. 1430) と親交があったという。校訂者は，

発行元のビーダール書庖主。)Ar. <京大AA

研・連環地域>

12. アリー・ブン・アフマド・マハーイミー

(d. 835/1432) 

*‘Ali b. Al;lmad al-Maha'imi， Mαshra‘αl-

<京大AA研・連環地Pr. trans. になる。)

域>

文への註釈の後に，ホメイニ}と AqaMirza 

Abu al-Hasan Juluhによる hawashi[欄外

註が原義]を収録。いずれもアラビア語。なお，

ア}シュティヤーニー自身によるカイサリーの

序文への註釈は，別項としてアーシュテイヤー

ニーを掲げ，そこで言及している。)Ar. 

*Da'ud b. Mal;lmud al-Qay?ari， Matla' 

Khu干向 αl-K，αlim fi Ma 'anl Fu干向 Al-

Jfikam， ed. Mul;lammad l::Iasan al-Sa'idi， 

2vols.， [TihranJ: Dar al-I'ti?am， 1416 A. 

H.l1995・6.Ar. 

* Da'ud Qay?ari， Muqαddima-yi Qay子αrl

bar Sharh-i Fusus al-H ikαm-i Ibn-i Arabl， 

tr. Manuchihr $aduqi-suha， Tihran: Mu'as-

sasa-yi Mutala'at wa Tal;lqiqat-i Farhangi， 

1363AH.S.l1984・5.(カイサリーの序文のベル

シア語訳。現代人の手になる。) Pr. trans. 

<岩見1372>

* Davud el-Kayseri， Mukαddemat， tr. 

Hasan $ahin， Turan Koc & Seyfullah 

Sevim， Kayseri: Kayseri Buyuk号ehir

Belediyesi， 1997. (カイサリ}の序文の現代ト

ルコ語訳。)Tr. trans. 

8.ハイダル・アームリー=シーア派とスーフィー

形而上学の混靖の例としてあげられることが

多い (d.after 787/1385) 

* Shaykh Sayyid I;Iaydar Amuli， al-Muqad-

dimat min Kitab Nass al-Nusu$ fi Shar}J 

FU$U$ al-Jfikam， ed. H. Corbin & O. Yahia， 

Tihran & Paris: Qismat-i Iranshinasi-yi In-

stitu-yi Iran wa Faransa-yi Pazhuhish-haづ11

‘Ilmi (Departement d'Iranologie de l'Insti-

tut Franco-Iranien de Recherche) & Libra-

irie d'Amerique et d'Orient Adrien-Maison-

neuve， 1975. (序への長い註釈のみ出版。)Ar. 

<東大丈・イスラム，井筒181，岩見630>

* Shaykh Sayyid I;Iaydar Amuli， Muqαddi-

ma田yiKi必b-iNass al-Nusus dar Shαrh-i 

Fusus al-HikamイMuhyzαιDznイIbn-i‘Arabt，
tr. Mul;lammad Ricla Jawzl， n. p.: Intisha-

rat-i Ruzana， 1375A.H.S.l1996-7. (ハイダル・

アームリーの序文のベルシア語訳。現代人の手
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七
四

*‘Abd al-Ral).man al-Jami， Naqd al-NwiU$ 

fi Shαrh， Naqsh al-Fusus， ed. William C. 
Chittick， Tihran: Anjuman-i Shahanshahi-

yi Falsafa-yi Iran (Imperial Iranian 

Academy of Philosophy)， 1398A.H.l1977. 

Ar.十Pr.<東北大・本館，東大東丈，東大丈・

イスラム，東外大，京大文・羽田記念館，京大

AA研・連環地域>

16.パーリー・エフェンデイ(凹)=ハルワティー

教団に属する (d.960/1553) 

* Bali Efenfi， Shar，与Fu子向 αl-lfikαm， Der 

Sa'adet日stanbul]:al-Matba‘a al-Nafisa al-

'Uthmaniya， 1309A. H.l1891-2. Ar. <井筒

387，岩見350>

* Bali Efendi， Sha功 FUfj勾 αl-lfikαm (Fu-

SUSαιHikam uαbi-asfiα1 sahii切(-hiHall al-

Mαwiidi' al-Khaftya min Sharh， Biili EfendZ)， 

al-Qahira: al-Maktaba al同Azhariya lil-

Turath， 2003. Ar. <京大AA研・連環地域>

*Mustafa Bali-zada al-Banafi， SharJ弘 Fu-

干向 al-lfikαm， Bayrut: Dar al-Kutub al-'Il-

miya， 2003. Ar. 

17. イスマイル・アンカラヴイ}却=ルーミー

の『マスナヴイー』への註釈者として有名な

人 (d.1041/1632) 

* Ismail Hakkl Ankaravi， Zubdetu 'l-Fuhus 

fi Nα何日-Fusus，Istanbul: Metin Matbaasl， 

1328A.H.l1910. (イブン・アラビーの『台座の

刻印』をオスマン・トルコ語に訳し，註釈を付

したもの。オスマン語版。)Tr. 

* Ismail Ankaravi， Na何 el-Fusus$erhi， ed. 

Ilhan Kutluer， Istanbul: Ribat Yaymlarl， 

1981. (現代トルコ語訳)Tr. <京大AA研・

連環地域>

18. ボスネヴイー=トルコ語・アラビア語でフ

スース註釈を書いた。刊本はすべてトルコ語

のものO ジーリーを批判したことで知られる

(d. 1054/1644・5)

*Abdullah Bosnevi， Tecelliyat-l Arais un卸

Nusus fi Menessat-z Hikem il-Fusus， Bulaq 

(al-Qahira): Dar al-Tiba‘a al-'Amira， 1252A. 

H.l1836. Tr. <井筒54>

Khu子向 ila Ma'lヨnlαl-Nu手向， ed. al-Sayyid 

Jalal al-Dln al-Ashtiyani， Qum: Markaz-i 

Intisharat-i Daftar-i Tablighat-i Islami-yi 

Daftar-i Tabligh批-i Islami， 1379A.H. 

S .12000-1. (コーナウィーのヌスースへの註釈コ)

Ar. <京大AA研・連環地域>

13. タージュッディーン・ホラズミー[フワー

リズミー]=ティーム}ル朝のシャー・ルフ

時代の人。クブラウィー教団に属する (d.

835-838/1431-1435(日))

*T可 al-DlnBusayn b.草asanKhwarizmi， 

Shar，判 F仰向 αJ平ikαm，ed. Najib Mayil 

Harawi， 1364A.H.S. = 1406A.H.l1985; repr. 

Tihran: Intisharat-i Mawla， 1410A.H.l1989幽

90. (校訂者の序文によれば，カイサリ}の註

釈との類似が見られるという。岩見， p. 168は，

「カイサリーの註のベルシア語自由訳とでも言

うべきもの」と述べる。)Pr. <東大丈・イス

ラム，東大養・外，岩見673，同大，京大AA

研・連環地域>

14.ヤズジュオール=パイラミー教団のシャイ

フで，Muhammediyeの著者として有名な人。

Ahmed Bicanと兄弟 (d.85511451) 

*M時ammadb. $aliT. al-Katib Yazijioghlu 
aトGallipoli，(書名不詳)， Istanbul: 1290A. 

H.l1873-4 (17). 

15. ジャーミー=著名なスーフィー(日)

898/1492) 

1) r叡智の台座』への註釈
*‘Abd al-RaT.man al-Jami， Shar!J FU$u$ al-
lfikam， in the margin of Nabulusi's ]iαωa-

hir al-Nusu$ fi Hall Kalimiit al-Fusu$， 2 
vols.， (vol.1) [Istanbul]: Matba‘a al-'λmlra 

al-Sharafiya， 1323A.H.l1905・6. (死の 2年前

の896A.H.に1院布高した。 [TahralI& Eraydm， 
p. X]) Ar. 

* al-Mulla 

(d. 

‘Abd al-Rahm忌nb. Ahmad al圃

Mulaqqab bi-Nur al-Dln， Shar，与αl-]iimz

'alii Fu与向 αl-lfikαm， Bayrut: Dar al-

kutub al-'Ilmiya， 2004. Ar. 

2 )イブン・アラピーのNaqshal-F時向[r台
座の刻印j]への註釈
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*馬徳新[復初]著[馬開科訳J，r大化総帰J，
『伍遵契「帰真要道J馬復初「大化総帰Jr四典
要会Jr醒世簸Jj(中園田族典籍叢書)， (出版
データ欠J625-799頁。
*馬徳新著・馬開科訳， r大化線蹄j，中国宗
教歴史文献集成編纂委員会編『中国宗教歴史文

献集成之四・清真大典j (合肥:黄山書社，

2005)第十七冊 (202-263頁)の内， 203-229頁

に所収。

21.ファフルルウラマー・クルディスターニー

(d. 1304/1886) 

*Muhammad Salih b. Imam al-Dln Fakhr 

al-'Ulama Kurdistani， Tibyan al-Rumuz ya 

Sharh wa TaηiamaヴiMuqaddimαぅiShαrh 

FU$U$ al-I:Iikam， ed. MaT.mud Faclil (Yaz-
di Mut. laq) ， Mashhad: Idara-yi Kull-i 

Farhang-i Khurasan (Chapkhana-yi阻lU司

rasan)， 1360 A.H.S.l1981-2. Pr. (カイサリー

の註釈の序文をベルシア語訳し，註釈したもの。)

Pr. <岩見1368>

22. ムハンマド・フサイン・トウ}ニー

after 1316/1937) 

* Mu};lammad I;Iusayn Faclil Tuni， Ta 'tiqa 

bar Fu手向， Tihran: Sharikat-i Suhami-yi 

Chap， 1316A.H.l1898-9. Pr. <井筒629，岩見

1253> 

23.サイイド・ヤアクーブ・ハーン・カーシュ

ガリー=束トルキスタンの指導者 (d.

131711899)ω 

* Sayyid Ya'qub Khan Kashghari， Taωqz，争
al-Bayan， Delhi， 1315A.H.l1897-8(23). Ar. + Pr. 

(序文)， Ar. (本文)

24. ミフル・アリー・シャー=南アジアで有名

なスーフィー詩人 (d.1937) 

* Mihr泊 iSh忌h，Maqalat al-Mardiya. (書

誌情報なし(制。ウルドゥー語。)

25. アヴニ}・コヌク=トルコ語でフスースと

ルーミ}の『マスナヴイーJへの註釈を遺し
たので有名な人。メヴレヴィー教団に属する

音楽家でもあった (d.1356/1938) 

* Ahmed Avni Konuk， Fususu'l-Hikem 

Tercume ve $erhi， ed. Mustafa Tahrah & 

(d. 

* Abdullah Bosnevi， Teむelliyat-zArais un-

Nusus fi Menessat-z Hikem il-Fusus (Ter-

cume-yi Fusus)， istanbul: Matbaa-i Amire， 

1290A.H.l1873. Tr. <岩見388，京大AA研・

連環地域>

* [Abdullah BosneviJ， Ismail Hakki Burse-

vi's Translati・on of and Comment，αη on 

FususαιHikam by Muhyiddin Ibn 'A rabi， 4 
vols. Oxford: Muhyiddin Ibn 'Arabi Society， 

1986-1991. (ボスネヴイーのトルコ語版からの

英訳。イスマイル・ハック・ブルセヴィーに帰

して出版されているが，ブルセヴイーのもので

はなく，ボスネヴィーのトルコ語註釈の翻訳で

ある。)<東大総・書庫参考，東大東文>

19.ナ}プルスィー=オスマン帝国期のアラブ

のス}フィー思想家。イブン・アラビ，イ

ブン・フア」リドの著作への註釈を遺した。

メヴレヴィー教団，ハルワティー教団に属し

た (d.1143/1728) 

*‘Abd al-Ghani al-N忌bulusi，]tαωahir al-

NU$U$ fi lf;αII Kalimat al-Fu$u$ 2 vols.， 

(vol.1) [Istanbul?]: Ma~ba‘a al-Zaman， 1304 

A.H.l1886-7; (vo1.2) Misr: Matba‘a al-'Amira 

al-Sharafiya， 1323A.H.l190シ6. (ジャーミー

の註釈を併せ収める。)Ar. <井筒1586，岩見

1114> 

2O. 馬徳新[復初]

(d.西暦1874)

*馬徳新著・馬関科訳， r大化線踊j，錦江:
沙福春，同治美酉(同治12年，西暦1873年)， 

重刊(馬徳新の『大化総帰』は，これまで『叡

智の台座』の翻訳であると言われてきたが，内

容からこれを疑問視する意見もある(目)0)<天

理大学附属天理図書館，東洋文庫>

*馬徳新著・馬開科訳， r大化線蹄t北京牛
街・清翼書報社，民国十一年(西暦1922年)

<天理大学附属天理図書館>

*馬徳新著・馬開科訳， r大化徳島清J，r大化
総騎・四典要舎合印t北京牛街:清真書報社，
民国十二年(西暦1923年)<天理大学附属天理

図書館，東洋文庫，京都大学文学部図書館桑原

文庫>
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31.ジャラールッディーン・アーシュティヤー

ニー(現代人)

*Sayyid Jalal al-Dln Ashtiyani， Shar，かt
Muqαddima-yi Qαysαd 如rFusiis al-Hikam， 

Mashhad: Matba'a-yi D五nishgah-iMashhad 

(Kitab-furushi-yi Bastan)， 1385A.H.l1966. 

(カイサリーの序文のみへのアーシュティヤー

ニ}の註釈。ジヤ}ミー以後のエルファーン研

究の状況，特にサファヴイー朝末期以降現代に

至るイランの研究を詳述[岩見， p. 166Jo) Pr. 

<井筒234，岩見10>

* Sayyid Jalal al-Dln Ashti:)命 li，Shαrかt
Muqαddima-yi Qαysαr'i bar Fusiis al-Hikam， 

chap-i 5， Qum: Bustan-i Kitab-i Qum， 

1380A.H.S.l2001-2. (上のものと内容は変わら

ないが，版を組み直したもの。この版の最初の

刊行年は未詳。) Pr. <京大 AA研・連環地

域>

32.ハサンザ}デ・アーモリ-(現代人)

* :ijasan :ij asan-zadah Amuli， Mumidd al-

Himαm dar shα功町iFu子向 αJ】lfikαm-iShαター

kh-i Akbar Muh y'i al-D'in-i ibn-i 'Arab'i: 

Dαrs-hii-yi 1:げan，Tihran: Wizarat-i Farhang 

wa Irshad寸 Islami，1378A.H.S.l1999. Pr. 

<京大AA研・連環地域>

33. ゴラ}ムホセイン・レザーネジャード(現

代人。 1313-) 

* Ghuram-I:J:usayn RiClanizhad， Hidiiya al-
Umam yii Sharl]，-i Kab'ir bαr Fusiis al-H:仇αm同t

Muわ'ial-D'in-i Ibn-i 'Arab'i， 2 vols.， Tihran: 

Intisharat al乞ahra'.1380A.H.S.l2001-2. Pr. 

<京大AA研・連環地域>

34. アタ}ウッラー・カーデイリ-(現代人)

*‘Ata All油 Qadiri，Ta初旬 αl-Amam，Pe“ 
shawar， 1990(出) (ウルドゥー語)

七

4. r台座の刻印.1Iアーダムの章」翻訳・訳註

(出典) al-Shaykh al-Akbar Mu~yï al-Din 

Abu 'Abd Allah Ibn al-'Arabi al岨:ijatimi，

“Kitab Naqsh al-Fu(3u(3"， Rαsii'il Ibnα1-

'Arab'i， 2 vols. in 1， J:Iaydarabad al-Dakkan: 

Da'ira al-Mがむifal-'Uthmaniya， 1948， vol. 

Selcuk Eraydlll， 4 vols.， vol.1， 1 stanbul: 

Dergah Yayllllan， 1987; vols. 2-4， Istanbul: 

Marmara Universitesi Ilahiyat Fakultesi 

Vakfl YaYllllan， 1989-1992. (現代トルコ語版。)

Tr. <京大AA研・連環地域>

26.ザヒーン・シャー・タージー=現代パキス

タンで哲学者を育てたスーフイー (d.1978) 

* Dhahin Shah Taji， (書名記載なし)， Kara-

chi， 1981(2日. (ウルドゥー語、)

27.ホメイニー=法学者の統治理論で有名なシー

ア派学者で，イラン・イスラーム草命の指導

者。エルファーン(叡智の学)の法統を受け

継ぐ存在でもあった (d.1409/1989) 

*Samaga Aya Allah al-'U~mã al-Imam al-

Khumaini， T，α'l'iqiit 'ala Shar，与Fu号向 α1-

Hikamωα MisbiihαιUns， ed. Muhammad 

J:Iasan Ragimiyan， Tihran: Mu'assasat Pas-

dar-i Islam， 1406A. H. S.l1985-6. (カイサリー

の序文にλqaMugammad Ricla Qumsha'iが

付した註釈へのアラビア語の註釈ココ}ナウィー

のMσt窃1]， Ghayb aι]am'ωαα1-Wuji1dにモッ

ラ}・ファナーリー[フェナーリー]カ'1すした
Misbiih al-Unsへの註釈を併せ収める。)Ar. 

<東大文・イスラム，岩見668，京大AA研・

連環地域，同大>

28. アブドウルパーキー・ミフターフ

人)

*‘Abd 
Hikαm， 

lil-nashr， 

域>

29.マフムード・マフムード・グラ}ブ(現代

人)

*Ma~müd Ma~müd al-Ghurab， Shar，与

F仰向 αl-lfi初 m，Dimashq: (私家版)， 1405A. 

H.l1985. (本文の抜粋と註釈を併せ収める。註

釈は，先行する註釈者のものに大幅に依拠して

いる。)Ar. <同大>

3O.ムフイッデイーン・トゥウミー(現代人)

*Mugyi al-Dln al-'f山ni，Fanii' al-Lαω与ωα

αl-QαJαmβ Shα坤 Fu子向 α1-平ikam，Bayrut: 

Dar al-Jil， 1412A.H.l1992. Ar. 

(現代

al-Baqi Mi氏碕，Mafiit'i，与Fu干向 α1-

Marrakush: Dar al-Qubba al-Zarqa' 

1997. Ar. <京大 AA研・連環地
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いては外的であり，地位 (sura)(担)においては

ーというのは，階位においては，ということで

あるが内的である。それゆえ，彼はアッラー

の僕であり[ながらL世界との関係では主で
ある。それゆえ， [アッラ}は]彼を代理人と，

彼の子孫たちを代理人たちとなさったのである。

それゆえ，世界の中で，主性を求める[ことが

できる]のはただ人間だけである。それは，彼

の中にある諸力のためである。また世界の中で，

僕性の段階を[僕性]自身の中で確固としたも

のにするのは，ただ人間だけである。それゆえ

[人聞は]，存在物の中で最も低い石や鉱物に仕

える。それゆえ，その主性において人間より高

いものはないし，その僕性において彼より低い

ものはない。そして，もし[このことを]理解

するなら，人間[という言葉]で意図されてい

るものについて，汝のために説明したことにな

るO それゆえ，彼の栄誉を見よ。美名と，美名

が彼を求めることによって，汝は彼の栄誉を知

る。そして，彼が(出)[美名]によって現れるこ

とから，その低さを知る。そのように理解せよ。

ここから，汝は，彼が真理なるお方と世界とい

う二つの似姿の写しであると知るだろう。

2， pp.1-2 (“Kitab Naqsh al-Fu~~' のセクショ

ンの内). 

(翻訳)

慈悲深く，慈愛あまねきアッラーの御名にか

けて

そのこアッラーよ，私に恩寵を垂れたまえ，

とを完遂なさいますように。

(第 1アーダムの言葉における神的叡智の

の(27)) 台座。

*材高は，平成17年度東洋大学研究所間プロジェ

クト「イスラーム世界における伝統的秩序規範

の持続と変容J(研究代表:後藤武秀・東洋大
学アジア丈化研究所)の研究成果の一部である。

く言主>

(1 )本稿におけるアラビア語・ペルシア語その他現

地語の転写は，学会で広く用いられている方法

に従ったが，ペルシア語については，古典と現

代語を共に扱う必要性から，あえてアラビア語

式にローマ字転写した。

(2)著作目録については， Osman Yahia， Histoire 

et classification de l'oeuvre dlbn 'Arabi， 2 

vols， Damas: Centre National de la Recher-
che Scientifique， 1964参照。
(3)本節および次節については，筆者が自ら集めた

情報以外に，次の研究を参考にした。本文では

以下，著者の姓および頁数で引証する。

岩見隆「イブン・アラビー著 I叡智の台座』註
釈の近刊本Jr東方学』第78輯，平成元 (1989)

知れ，神の美名は，本性的に，世界の存在を

要請するのだと。それゆえ，アッラーは世界を

のっペりした(四)肉体としてお作りになり，その

霊をアーダムーここでアーダムというのは，人

間世界の存在(田)のことであるが とされた。ま

た[アッラーは]すべての御名に関する知識を

[ア}ダム]にお教えになった。なぜなら，霊

は，それに内在する諸力によって，肉体を統御

するからである。同様に，完全人間のもつ諸々

の名は，諸力の段階にある (3ヘそれゆえ，世界

に関しては，それ[世界]は大人間であると言

われるのである。しかし[そう言えるのは]， 

その中に[それを統御する完全]人聞が存在す

るという条件によってである。というのも(剖)人

聞は，神的次元の要約(担)なのである O それゆえ，

[アッラーは]彼[人間]に，特に似姿をお与

えになった。それゆえ， [預言者ムハンマドは]

「アッラーはその似姿にアーダムをお作りになっ

た」と言われた(3310 ある伝承では [1その似姿

に」でなく]1慈悲深きお方の似姿に」となっ
ている。

そして，アッラーはf皮を，人間個人における

理性的霊魂 (nafsnatiqa)同様，世界の求め

る重要な部分(‘ayn) とされたのである。それ

ゆえ，現世は[ア}ダム，人間]が逝けば滅び

ることになり，彼ゆえに住処が来世へと移され

ることになる。それゆえ，彼は[世界から]要

求[されること]においては最初であり，創造

においては最後(刊なのである。また，似姿にお
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一七
O

ルコ・イスタンブルのイスラーム研究センター

CIslam Ara号tJrmalarlMerkezi) には n.p.:

Matbaa-i Iftihar， 1897の刊本が所蔵されており，

刊行年はヒジュラ暦に換算すると1314-5年とな

るため， Gurerが挙げる刊本以外のものと思わ

れる。

(5)このアフイーフイーによる註釈をペルシア語訳

したものに， Abii. al-'Ala'‘Afifi， Shar，与ibαr 

Fu干向 αJ平ikαm-iShαykh-i Akbar MulJyi al-
Din-i Ibn-i 'Arabi: Sharhωα Naqd-i Andishα-

yi Ibn-i 'Arabi， tr. Na~r Allah I:Iikmat， Tih-
ran: Ilham， 1380A.H.S./2001田2，現代トルコ語

訳したものに， Ebu'l-Ala Afifi， Fususu'l-hikem 

okumalan icin anαhtar: et-T，α'likdt ala Fusus 

i'l-hikem， tr. Ekrem Demirli， Istanbul: Iz Ya-

ymclhk， 2000がある。ともに，京大AA研・連

環地域に所蔵されている。

(6) i井筒J，i岩見」はそれぞれ，慶慮義塾大学所
蔵の井筒俊彦文庫所蔵，東洋文庫所蔵の岩見コ

レクション所蔵であることを示す。番号はそれ

ぞれ， r井筒俊彦文庫目録 アラビア語・ペルシ
ア語図書の部j(慶応義塾図書館， 2003年)， r東
洋文庫所蔵 岩見コレクション目録j(東洋文庫，

1996年)におけるものO

(7)英訳には，ここに掲げたもの以外に，古いもの

として， Sahib Khaja Khan (tr.)， The 

Wisdom of the Proρhets， Madras， 1929がある

という (Yahia，p. 257; Gurer， p. 421)が，筆

者は未見である。

(8)Shahzad， p. 2及びGurer，p. 420によれば，ウ

ルドゥー語の翻訳には他に以下のようなものが

あるとのことであるが，筆者は未見である。た

だし，両者の情報には微妙にずれがあり，いず

れが正しいのか決しがたい場合が少なくなかっ

た。以下，前者の情報については (S)，後者に

ついては (G)を付しておく。

1 a) Saiyad Mubarak‘Ali: (tr.)， F叫向 α1-
lfikam Mutarjam， Kavunpus ( = Kanpur?)， 

1869. (G) 

1 b) Saiyad Mub品目k‘Ali(tr.)， Kunuz Asrar 

al-Qidαm， Kanpur， 1894. (S) 

1 c) Saiyad Mubarak‘Ali (tr.)， F時向 α1-

苧ikamMutmゴ'am，Karachi， 1994. (G) 

2 a)‘Abd al-Ghafii.r dosti (tr.)， FU!ju!j al-
H. ikam， Haidarabad Dakkan， 1304A.H.lca 
1889. (S & G) 

2 b)‘Abd al-Ghafii.r dosti (tr.)， Fu干d与αJ
平ikαm，revised by Maulavi Barkatullah (= 

Barakat All孟hつ)， Luknow， ca 1903. (S) 

年， 164-172頁。

Chittick， William. “Muqaddima." Naqd al-

Nu干向 lil-Jami， Tihran: Anjuman-i Shahan-

shahi-yi Falsafa-yi Iran (Imperial Iranian 

Academy of Philosophy)， 1977， pp. yik-hash-

tad wa haft (esp. pp. bist wa nuh -chihil 

wa chahar) in the Persian Section. 

Gurer， Dilaver.“KlasiklerimizlXII:“Fusus'l-

Hikem" (Muhyiddin Ibn Arabi， 560-638/1165-

1240)." Tasavvuf Ilmi ve Akademik Ara与tir-

ma Dergisi (Ankara) 5113 (2004)， pp. 395-442. 

Klhc， Mahmud Erol.“Fusus'l-Hikem." Turki-

ye Diyanet Vakfz Islam Ansikloρedisi， vol. 13， 

Istanbul: ISAM Turkiye Diyanet VakfI Ara号-

tJrmalarl， 1996ヲ pp.230崎237.

Misgar-Nizhad， J alil.“Bar-rasi-yi Shurii.T.-i 

Farsi-yi FU¥lu¥l al-Ifikam wa Ta'ammul dar 
Sihhat-I Intisharat-i Shurii.h bih Sharihin." 

Ma'arif (Tihran)， 8/2 (1370/1991)， pp. 41-69. 

Shahzad， Qaiser. “Ibn ‘Arabi Studies in 
Urdu." Muhyiddin Ibn 'Arabi Society (News-

letter)， 22 (2006 Summer)， p. 2. 

Tahrah， Mustafa & Selcuk Eraydぬm乱1.

dim." In Ahmed Avni Konuk's Fususu'l-Hike 

m Ter，αime ve $erhi (ed. Mustafa Tahrah & 

Selcuk Eraydm)， vol.1， Istanbul: Dergah Ya-

ymlarl， 1987. 

Yahia， Osman. Histoire et classification de l' 

oeuvre dlbn 'Arabi. 2 vols， Damas: Centre 

National de la Recherche Scientifique， 1964. 

YaT.ya，‘Uthman.“Muqaddima." In Na符 α1-

Nusus lil-Sαyyid lfaydar Amuli (ed. H. Corbin 

& O. Yahia)， Tihran & Paris: Qismat-i Iran-

shinasi司yi Institii.γi Iran wa Faransa-戸

Pazhii.hish-ha-yi‘Ilm (Departement d'Iranolo-

gie de 1'Institut Franco-Iranien de Recherche) 

& Librairie d'Amerique et d'Orient Adrien-

Maisonneuve， 1975， pp. 6-69 (esp. pp. 16-65) 

in the Arabic Section 

(4)Gurer， p. 401によれば，これら以外に，カイロ

版 (1252，1291， 1304A.H.)，イスタンブル版

(1271， 1290A.H.)， インド版 (1282，1300， 

1306A.H.)があり ，1252/1836版が『叡智の台座J
の初版とのことである。この内， 1252年版はボ

スネヴィーの註釈(後述。 no.18) もしくはイ

スマイル・アンカラヴィー(註20参照)の版本

を， 1290年版は同じくボスネヴィーの註釈もし

くはヤズジュオール(後述。 no.14)の版本を

指しているのではないかと思われる。また， ト
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(( G )は， カラーチーの1968年版を挙げ，

Barakat Allahが出版したとするが，おそらく

識 はこの版の重版を指しているものであろう。)
章 3) Baba Dhahln Shah T布 (tr.) ， Fu号向

平
成

αl-If ikαm T，αrjama Tanb'ihatωα Tashr'i，抑止
Karachi， 1976. (G) 

なお，ウルドゥ一語の転写に関しては，山根聡

氏(大阪外国語大学)にご教示いただいた。
J¥ 
年
度 (9)K1hc，p. 232によれば， Alexander Knyshによ

るロシア語の抄訳もあるとのことであるが，筆

ー 者は未見である。また Gurer，p. 420によれば，

了 スペイン語訳もあるとのことであるが，情報を
ム 得ることができなかった。

書附註釈者の没年を確定できなかった註釈に，以下

iと のものがある。
お
け
る
伝
統
的
秩
序
規
範
の
持
続
と
変
"'" 廿
し一一

「
イ
ス

1) MuT.ammad Badr al-Dln I;Ialabl， Nu子向
αl-Kilαm 'ala Kitab Fu子向 αl-苧ikam，al-Qahi-

ra， 1907. Ar. (?) 

2) At.mad b. AT.mad al-Baha'l， Shar.与Fu手d子
al-Ifikam， Mi(3r: al田Matba'aal-Maymanlya， n. 
d. Ar. (?) 

3) Saiyad Mubarak‘All， Khaza'in Asrar al-

Kalim， Karachi， 1994. (ウルドゥ一語の註釈。

翻訳も併せ収められているとのことである。)

」
ブ
ロ
寸
ン
エ

1) 2) はいずれも， Gurer， p. 411に記載があ

るが，筆者は未見である。 2)については，イ

スタンブルのイスラーム研究センター(上述)

の情報により印刷所名を補った。 3)は

Shahzad， p. 2に記載があるが，筆者は未見であ

る。

ぞ4にこで取り上げる『台座の刻印.1 (Naqsh al-
Fusus)は，通常イブン・アラピーに帰されるが，

イブン・サウダキーン (Ibn Sawdakln， d. 

646/1248)に帰す説もある (Gurer，p. 401)。ま

たGurer，p. 401によれば，本註釈はHulasa-i

Fusus'ιHikem (KhulasαFusus al-Hikαm)の
書名で出版された (Istanbul，1910) とのことで

あるが，筆者は未見である。

同岩見， p. 165によれば，本書は石版でも二度出版

されているとのことである。

(13)Yahia， p. 251 (及びGurer，p. 411) によれば

テヘランで1893年に刊行された版もあり，また

Tahrah & Eraydm， p. X及び Edward
Edwards (comp.)， A Catalogue 01 the Persian 

Printed Books in the British Museum， 

London， 1922， col. 403によれば，インド(ラク

ナウ)で1310A.H./1893に出版された版もあると

のことであるが，筆者は未見である。没年は，

Tahrah & Eraydm， p. Xに拠った。

六
九

制没年を769/1367年とする説もある。

~5)Yahia， p. 253 (及びGurer，p. 408)によれば，

イランで1315A.H.に刊行された版もあるとのこ

とであるが，筆者は未見である O

(16)没年には，840/1436-7年説もある。

同この著作は筆者未見。 Yahia，p. 252に拠った。

(18)Yahia， p. 247によれば，ボンベイで1307，1324， 

1326年(A.H.) に刊行された版もあるとのこと

であるが，筆者は未見である。 Tahrah & 

Eraydm， p. Xが1907年にインドで出版された

版があるとするのは，この内1326A.H.の版に相

当する。

同カーシャーニーの項 (no.5)で上述したように，

カーシャーニーの註釈には，基本的にパーリー・

エフェンデイの註釈も収録されているので，そ

れらも参照のこと。

側オスマン語版についてはほかに， Yahia， p. 250 

によればイスタンブルで1127A.H.に刊行された

もの(ただし，書名は挙げていなし冶)， Gurer， p. 

402によればカイロで1252A.H.に刊行されたもの

もあるとのことである。

位1)たとえlまSachikoMurata， Chinese Gleams 01 

Suβ Light: Wαng Tai-yu 's Great Leaming 01 

the Pure and Realαnd Liu Chih 's Disρlaying 
the Concealment 01 the Real Reαlm (ωith a 

New Translation 01 Jami旨 Laωα'ihIrom the 

Persi，αn by Williαm C. Chittick)， New York: 

State University of New York Press， 2000， p. 

35参照。『大化線、蹄』の版本・所蔵データ及び上

述の情報に関しては，中西竜也氏(京都大学)

にご教示いただいた。

同著者及び刊本の言語についての情報は， Tahrah 

& Eraydm， p. XIに拠った。

同この刊本は筆者未見。 Yahia及びGurerに拠っ

た。 Gurer，p. 412は，これ以外にカシミールで

1287年に刊行された版があるとするが， Yahia， 

p. 252によれば，これは著者の作成場所・年で

ある。

(24)Shahzad， p. 2に記載があるが，人名と書名の情

報のみであり，書誌情報を得ることができなかっ

た。筆者未見。

岡Shahzad，p. 2によれば，註釈者が自ら刊行する

al-Tajという雑誌に1971-75年に『叡智の台康』

の註釈を掲載していたのを出版したものだとい

うが，書名は記載されていない。カイサリーに

大きく依拠した註釈だという。筆者未見。

(26)Shahzad， p. 2による。筆者未見。

位7)アラビア文字で用いる数字で 11Jとしている
原文の「第 1のjの部分は，印刷の際に付加さ
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一
六
八

れたものか。

邸)霊によって統御され，一つの完成体となる前の

状態を指す。『叡智の台座J本文49頁2行目(ア
フィーフィー校訂版)には，同じ内容が shabah

musawwan (のっペりした形)と表現されてい

る。

同人間の祖型となるような与aqiqa(真実在)であ

ること。ジャーミーによる本書への註釈参照。

側諸力に対応する， くらいでもよいか。霊が諸力

によって肉を統御するように，完全人間は御名

によって世界を統御する，の謂か。

(31)wa kana al-insan...の文は，前の文の状態を表

していると考える。人聞が神的次元の要約だと

いう条件があるからこそ，その人聞が存在する

ことで世界は大人間になる，というのである。

倒「縮図」くらいの訳語もありうる(矢島洋一氏

[京都外国語大学]の提案に基づく)。

同典拠はイブン・ハンパル，ブハーリ-

ムのハディース集成などにある。

倒神による創造の最後の第 6日に創造されたこと

を指す。

倒「栄誉jと訳しでもよい。カズイミルスキー著の

アラビア諾・フランス語辞典にこの訳語がある。

岡ここは，完全人間を指すと見る。美名によって

現れるのは，完全人間でなくアッラーかもしれ

ないが，そのことと人間の低さとの関連がうま

く説明できないからである。

ムスリ
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